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【 1章 ITが主役の時代へ -1 】

中心となるIT要素技術ビジネスへの影響年代

メインフレーム、オフコン、RDB、COBOL情報処理の⾃動化によりコストダウン（人員減）をもたらす1980年代

DWH、WINDOWS、PC、LAN、C/S情報の再利⽤により企業活動のスピードアップをもたらす1990年代

ERP、WEB、インターネット、JAVA情報の品質を高め経営におけるガバナンスを支援2000年代

EC、SNS、クラウド、アジャイル、GAFA事業競争⼒を支援し企業のケイパビリティ（組織的能⼒）を
高める2010年代

ビッグデータ&AI、IoT、マイクロサービス事業のデジタル化を促進し、顧客との関係性を変える（DX）2020年代

企業内IT部門はコストセンターからプロフィットセンターへ
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【 1章 ITが主役の時代へ -2 】
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Business Architecture ・・・・・・・・・・・

Data Architecture ・・・・・・・・・・・

Application Architecture ・・・・

Technology Architecture ・・
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DX以前のEA DX以降のEA

EA ≒ ITアーキテクチャ

ギャップギャップギャップ

ビジネスとITが一体化

シームレスシームレスシームレス

DX前／後のEA（Enterprise Architecture）の変化
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【 2章 ビジネスモデルを創る -1 】

顧客とのデータ授受をビジネスモデル概念図に描く
【サンプル】 ビジネスモデル概念図



Copyright (C) IT innovation,Inc. All rights reserved. 4

【 2章 ビジネスモデルを創る -2 】

【新システム稼働】
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TA

【スコープ拡大（汎化）】

BABA

DADA

AAAA

TATA

【サービス提供】 【プラットフォーマー】
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TATA
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DADA
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他社1 他社2 他社3

BABA

DADA

AAAA

TATA

BABA

DADA

AAAA

BABA

DADA

AAAA

BABA

DADA

AAAA

他社A 他社B 他社C

事業会社 IT起業

自社
自社

自社 自社

究極は自社の新システムをサービス化（販売）する
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【 3章 これからのEAの姿 -1 】

発散 統治
発散

統治
発散 集中統治

分散統治
分散統治部分的発散

凡例

・・・ 多様な業務アプリ

・・・ 時系列変化

・・・ 疎結合連携基盤

多様性を維持しながら統治を拡大するには︖
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【 3章 これからのEAの姿 -2 】

情報分析系システム（SoI）
共通トラン
（ODS） Central-DWH

（構造化DB）

基幹系業務システム
（SoR）

販売管理SYS

Data-Lake
（非構造化DB）

⽣産管理SYS

顧客接点システム（SoE）

Data-Mart

Data-Mart
Data-Mart

会計システム（SoR）

財務会計SYS

管理会計SYS

B
I
ツ
ｌ
ル

B
I
ツ
ｌ
ル

Data-HUB

共通マスタ

独⾃ECサイト

周辺システム（SoR）

受発注管理
SYS

契約管理 設備管理

LINKLINK取込み取込み

CRM、MA

SNS、
メール

顧客管理

顧客

経理

事業部門

外部情報
サービス IoT

データサイエ
ンティスト

ビッグデータ＆
AI分析

データ連携凡
例

SoRとSoEの融合によりSoIを充実（重複のない美しいデータ連携）
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【 4章 複雑なDA、AAの整理 -1 】
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Ra Rb Rc

Rf

Br
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はじめにエンタープライズ概念データモデルありき
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【 4章 複雑なDA、AAの整理 -2 】

全社アプリケーション鳥瞰図（ データHUBによるアプリ間疎結合連携）
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【 5章 DXへのDA、AAの拡張 -1 】

DXに向けた伸びしろをデータモデルに加える
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【 5章 DXへのDA、AAの拡張 -2 】

サービスHUBによるフロント・データの統合
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【 6章 止まらないTAの進化-1 】

z

原料倉庫 製造工程 加工工程 製品倉庫検査工程

IoT IoT IoT

装置
状況

⽣産イ
ベント

検査
データ

Cloud

IoT

在庫
データ

原料 製造 加工 製品検査

デジタルツイン

IT（Information 
Technology）

OT（Operational 
Technology）

4G/5G

ビッグデータ&AI

IoTによるデジタルツインの実現（モノから情報を引き剥がす）
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【 6章 止まらないTAの進化-2 】

クラウド時代のネットワーク環境（鎖国から開国へ）
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【 7章 メタデータ管理の勧め -1 】

データ/プロセス関係
-------------------
PK プロセス番号* FK

RD番号 FK
-------------------

CRUD区分

ドメインデータ定義
-------------------
PK ドメインDD番号
-------------------
ドメイン名称
属性
桁数
意味説明

データ定義
-----------------
PK DD番号
-----------------

データ名称
オーナー
属性
桁数
意味説明

FK ドメインDD番号
データ発⽣源 データ/エンティティ関係

-------------------
PK RD番号 FK

DD番号 FK
-------------------

エンティティ定義
-------------------
PK RD番号
-------------------

エンティティ名称
オーナー
意味説明

データ部品 プロセス部品

プログラム定義
-------------------
PK プログラム番号
-------------------

プログラム名称
プログラム説明

FK サブシステム番号

※プロセス番号は、システム番号、サブシステ
ム番号、プログラム番号のいずれも可とする

システム定義
-------------------
PK システム番号
-------------------

システム名称
システム説明

サブシステム定義
-------------------
PK サブシステム番号
-------------------

サブシステム名称
サブシステム説明

FK システム番号

ドメイングループ定義
-------------------
PK ドメインGRP番号
-------------------
ドメイングループ名称
属性
意味説明

メタデータ管理のデータモデル（データ部品、プロセス部品）
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【 7章 メタデータ管理の勧め -2 】

Centralリポジトリ
（各種データ部品、

プロセス部品）

メタデータ管理システム

ＤＢ

ＤＢ

ＤＢ

ＤＢデータHUBデータHUB

業務アプリ

ERP

データウェアハウス

Goldenマスタ
（組織、取引先、品目、
ビジネスルールなど）

MDMシステム

メタデータ

マスタデータコンテンツ

メタデータ
管理

マスタデータ
コンテンツ管理

データステュワード

メタデータ
管理者

エンタープライズシステム

エンタープライズシステム管理システム

エンタープライズデータ管理（器（うつわ）と中⾝）
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【 8章 EAの移⾏計画 -1 】

EAの航路図と羅針盤の役割を担う新組織［AMO*］の新設
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【 8章 EAの移⾏計画 -2 】

データHUB構築1.5

DOA（Data Oriented Approach）DOA（Data Oriented Approach）POA（Process Oriented Approach）POA（Process Oriented Approach）

アプリ1アプリ1
アプリ2アプリ2

アプリ3アプリ3

アプリ4アプリ4
アプリ5アプリ5

アプリ6アプリ6

アプリ1
アプリ2

アプリ3

アプリ4
アプリ5 アプリ6

アプリ7

アプリ1

アプリ2

アプリ3

アプリ4
アプリ5 アプリ6

アプリ7 アプリ8

アプリ9 アプリ10アプリ10

アプリ8

①
現
状

②
ア
プ
リ
7･

８

を
新
設

③
ア
プ
リ
1
・
2
が
Ｅ
Ｏ
Ｌ

を
迎
え
、
ア
プ
リ
９
・
10
に

て
再
構
築

さらなるスパゲッティ
化が助⻑される

完全撤去できず
に切り株が残る
完全撤去できず
に切り株が残る

アプリ1アプリ1
アプリ2アプリ2

アプリ3アプリ3

アプリ4アプリ4
アプリ5アプリ5

アプリ6アプリ6
データ
HUB
データ
HUB

①
現
状

②
ア
プ
リ
7･

８
を

新
設

アプリ1アプリ1
アプリ2アプリ2

アプリ3アプリ3

アプリ4アプリ4
アプリ5アプリ5

アプリ6アプリ6
データ
HUB
データ
HUB

アプリ7アプリ7
アプリ8アプリ8

③
ア
プ
リ
１･

２
が
Ｅ
Ｏ
Ｌ

を
迎
え
、
ア
プ
リ
９
・
10

に
て
再
構
築

アプリ10アプリ10
アプリ3アプリ3

アプリ4アプリ4
アプリ5アプリ5

アプリ6アプリ6
データ
HUB
データ
HUB

アプリ7アプリ7

アプリ8アプリ8

アプリ9アプリ9

共通データをHUB経由にI/Fを切り替え

アプリ１・２は完全撤去

無秩序なPOAと、計画的DOAの⾏く末
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【 9章 次世代IT部門の組織 -1 】

システム保守

改善企画

アプリ開発

システム化企画

システム構築

アプリ保守 システム運用

クラウド/センタ
運用

社
外
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ

インフラ

施工
保守

企画・設計

潜在ニーズ
使い勝手

ヘルプデスク

データ管理

改善企画

社
内
ユ
ｌ
ザ

社
内
Ｉ
Ｔ
部
門

・企画・設計が中心
・手段はモデリング

システム設計
システム改善
計画・設計

クラウドへの
シフト

内製化

社内IT部門のパートナーとの役割分担（方向性）
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【 9章 次世代IT部門の組織 -2 】

IT部門
［CIO］

ビジネスイノベーション・
ユニット（攻め）

開発プロジェクト
［PMO］

プロジェクトA

プロジェクトB

プロジェクトC

プロジェクトD

インフラ企画
グループ

インフラ改革
チーム

新技術評価

システム管理・
ユニット（守り）

アプリ運用保守
グループ

SCMチーム

SFA・CRM
チーム

会計チーム

R&Dチーム

データ管理
グループ

データスチュ
ワード組織

EA管理グループ
[AMO]

BAチーム

DAチーム

AAチーム

TAチーム
LOB
↓

次世代IT部門の組織体制（攻め＋守り＋EA）
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【 10章 次世代IT部門の人材 -1 】

PMO

PMPM

PM

SE

PM

SE

PM

SE

PM

SE

PM

SE

PM

SE

PM

PM 兼
アーキテクト

SE

巨大プロジェクト

プロジェクト

PM 兼
アーキテクト

SE

プロジェクト

PM 兼
アーキテクト

SE

プロジェクト

PMO

人海戦術型（PM過多） スピード重視型（PM兼アーキテクト）

プロジェクトマネージャ 兼 ITアーキテクトの育成
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【 10章 次世代IT部門の人材 -2 】

フロントオフィス業
務の先進事例の

学習

頭の中のイメー
ジを絵や図に落

とす

抽象化能⼒

バックオフィス業
務のセオリー習得

⾔語⼒
（日本語、

英語）

知識

スキル

IT部門社員に必要となる知識とスキル




